
1 .事業細目:湖産アユの魚病対策研究費 予算額

2.研究名:琵琶湖中のVibrioanguillarumの動向 予算区分

3.研究期間:平成元年度""'3年度 4.担当者:遠藤・太田(豊)

2，645千円

県単(A)

5.目的
アユに大量鑑死を引き起こしたVibrioanguillarum (A)ないし類似菌種がどのような動態を

しているかを解明する。

6.方法

毎月 1回アユ・湖水・底泥・プランクト

ンを採集し、図 1の手順により Vibrio

anguillarumを検出することを試みた。

そして分離されたVibrioanguillarum 3株

についてアユに対する病原性を人為感染させ

ることによって調べた。

なお、図1の手順によるアユからのVibrio

anguillarumの検出感度は、101""，102CUF /尾

程度である(室賀・中嶋私信)。

7.結果の概要

(1) Vibrio anguillarumの分離

①Vibrio anguillarum (A) 

7月の湖中でのアユの大量舞死が発生して

いる時にのみ沖すくいのアユ150尾中142尾

(94.7%)、ゃなのアユ64尾中55(85.9%)合

計214尾中197尾 (92%)から分離された。

しかし閉じ7月でも飢のアユや湖水・泥・

プランクトンからは分離されず、またその他

の月でも全く分離されなかった。

②A型でないVibrioanguillarum 

5月に野洲と北小松の飢のアユからそれぞ

れ100尾中1∞尾、100尾中99尾の高率で分離さ

れた。しかし同じ5月でも浜分の飢のアユか

らは分離されなかった。そしてこの時以外ア

ユからも水・泥・プランクトンからも分離さ

れていない。

このVibrioanguillarumの血清型は既知の

Vibrio anguillarumの血清型Aから Iのいず

れにもあてはまらない未知のものであった。

(割分離防brioanguillarumの病原性(表1)

①Vibrio anguillarum (A) 

2株 (psh-9∞8、psh-卯09)について漫潰

法により人為感染させた.感染菌量が少し多

すぎると思われるが、両株とも病原性の比較

のために用いたVib，おanguillarum(A) P 
T-87050株と同等の強い病原性を有していた。

②A型でないVibrioanguillarum 

1抹 (psh-9∞3)について漫漬法および注

射法により人為感染させた。漫漬・注射の両

方法ともアユは全く死亡せず、この株はアユ

に対して全く病原性を有していなかった。
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8.主要成果の具体的データー
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図1 ピプリオ薗分離手順

試料採集地点図2

率一

0
0

死一

0
5

へ数一尾一
0
5

死一ーへ

0
0
0
0
 

n
v
n
u
n
v
n
u
 

内

u
h
u
n
V
A
U

--A-・・ゐ唱・
a
-
E
ゐ

12 g 

均
一
山
一
山
山
山
一
郎
一
山

惑

感染実験結果表1

数一尾一

0
0

試

-
1
1

供
自

u

純
一
刊'l
 
nr 

漫漬

注射

psh・9003

漫漬psh・9008

100 
96 

PT -87050:広島大学由来病原性ViかめanguillarumA 

psh -9003: Vibrio anguillarum no t A -I分離株

psh -9008， P s h -9009: Vibrio anguillarum A分離株

25 
24 

2 5 
25 

漫漬psh-9009 

9.今後の問題点

主目的のVibrioanguillarum (A)は大量舞死時のアユからしか分離できず、動態を把握する

に至らなかった。動態を把握するためには分離手法の改善が不可欠。

どのような形態でア

10.次年度の具体的計画

今の手法でも分離可能と思われる菌数が増加すると恩われる6-7月に、

ユ聞の大量感染が広まるかについて調査する。
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